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研究結果の概要 

開発 

27年度の実習改善WGにて重ねた議論を元に、酵素化学実験・遺伝子工学実験・生物情報学実

験を担当する酵素化学・応用プロセス学・応用生物情報学各講座の実習担当者が集まり、実習内

容と実施方法を詰めた。 

 その結果、以下の改良点を施すことを決めた。 

①実習内容を遺伝子工学実験→生物情報学実験(DNA配列解析)→酵素化学実験→生物情報学実験 

(タンパク質モデリング)という流れが分かるように組む。 

②遺伝子工学実験で実施していた DNA配列解析を生物情報学実験に移す。 

③フェニルアラニン脱水素酵素を遺伝子工学実験の実習材料に加える。 

④フェニルアラニン脱水素酵素の発現と細胞破砕液の調製を酵素化学実験メニューに加える。 

⑤生物情報学実験にて実施するタンパク質立体構造解析をフェニルアラニン脱水素酵素にテーマ 

変更する。 

試行 

遺伝子工学実験で発現する GFPを酵素化学実験にて使用することを想定し、予備実験として結

晶化スクリーニングを試みた。しかし、現行のキシラナーゼほど良好な成績は得られなかった。

引き続き、条件を検討している。 

また、酵素化学実験で使用するフェニルアラニン脱水素酵素が生物情報学実験での構造モデリ

ングに使用可能か検討した。解析を行うフリーソフトを選定して、フェニルアラニン脱水素酵素

のモデリング実験を試行したところ、問題なく動作したことから、実施可能であることを確認で

きた。 

 

以上のとおり、実習順序の入れ替え、分担変更、および講座横断的な実習材料の設定により、

内容の重複を廃しつつ、従前のものより生化学・分子生物学研究の流れがより明快な新実習プロ

グラムを開発できた。 

今後の展開 

 医薬品工学科設置により担当教員の異動があったため、目下新任教員への実習の引き継ぎが最

優先事項である。そのため、新プログラムへの移行は今年度から 2 年掛けて段階的に行う予定で

ある。今年度は、実習順序の変更と、タンパク立体構造解析の内容変更を行う。また、実習書の

作成と担当者間の調整を進めている。なお、新実習プログラムの教育効果は今年度以降に現れて

くると考えている。 

 


